
工 藤 年 博  教授 

 

専門分野：ミャンマー地域研究、開発経済 

学  位： M.Phil, Cambridge University 

略  歴： 1994年ケンブリッジ大学院修士課程修了（M.Phil）。同年アジア経済研究所入所。2000–

02 年ヤンゴン経済大学、2003 年農業灌漑省に赴任。新領域研究センター長、研究企画

部長等を経て 2015年より現職。 

 

１. 業 績（Ａ） 

（１） 図 書（共 著） 

＊ 長田紀之・中西嘉宏・工藤年博（2016）『ミャンマー2015年総選挙―アウンサンスーチ

ー新政権はいかに誕生したのか』（情勢分析レポート No.27、アジア経済研究所）v+143

ページ。 

執筆担当： 

 「序章 2015 年総選挙の意義」（中西嘉宏、長田紀之と共著）1–7ページ。 

 「第 2章 2015年ミャンマー総選挙結果を読む」45–74ページ。 

 「終章 今後の展望」（中西嘉宏と共著）121–126ページ。 

（２） 学会発表 

＊ “Myanmar’s two-polar growth strategy”, 第 16回 ESP全体会議，2016 年 7月 27日，東京 

（３） その他（研究会参加） 

＊ “Comprehensive Development Strategy to Meet TPP”, Bangkok Research Center, IDE/JETRO, 

2016年 10月 13–14日（第 1回），2017年 2月 7–8日（第 2回），バンコク 

＊ “Social Stability and Inclusive Economic Development in Developing Southeast Asia”, Center 

for Southeast Asian Studies (CSEAS), Kyoto University (KU), Japan and Faculty of 

Development Studies (FDS), Royal University of Phnom Penh (RUPP), Cambodia, 2017年 1

月 9–10日、プノンペン 

 

２. 業 績（Ｂ） 

（１） その他 

＊ 工藤年博・熊谷聡（2016）「ミャンマーの対外開放政策―新たな時代の成長戦略態―」（阿

曽村邦昭・奥平龍二編著『ミャンマー 国家と民族』古今書院）493–502ページ（転載）。 

＊ 工藤年博（2016）「ミャンマーの統計」（阿曽村邦昭・奥平龍二編著『ミャンマー 国家

と民族』古今書院）504–509ページ。 

＊ 工藤年博（2016）「ミャンマーの総選挙とその後～国民と国軍はなにを選択したのか～」

『JMC Journal』（日本機械輸出組合）2016 年 5月号、24–31ページ。 

＊ 工藤年博（2016）「「チーム・スーチー」内閣の始動」『外交』Vol.37、2016 年 5 月号、

89–95ページ。 

＊ 工藤年博（2017）「ダウェイ開発再考：道路、国境ゲート、平和」アジ研ポリシー・ブ

リーフ No.95（2017年 3月 31日）、

（http://www.ide.go.jp/Japanese/Publish/Download/PolicyBrief/Ajiken/095.html）。 



３. 助成金等による研究 

＊ 科研費（新学術領域研究（研究領域提案型）：25101004）「新興国の台頭による世界／地

域秩序変容と国家形成・建設の比較研究」（2013–2017年度）研究分担者 

 

４. 教 育 

（１） 講 義 

＊ Economic Development of Southeast Asia (2016 Fall) 

（２） 論文指導 

＊ Economics, Planning and Public Policy Program：修士課程 4名（主指導、うち 1名学位取得） 

（３） 研修事業 

＊ ベトナム政府副大臣研修 

＊ ベトナム共産党幹部職員研修 

＊ 政策連携強化プログラム（SPRI）フェロー指導 

 ミャンマーの土地政策・土地管理（ミャンマー、2名） 

 用地取得関連制度（ベトナム、1名） 

 フードバリューチェーン（ベトナム、1名） 

 

５. 管理・運営への関与 

（１） 委員会 

＊ グローバルリーダー育成センター運営委員会 

＊ GRIPSフォーラム運営委員会 

＊ Economics, Planning and Public Policy Program Committee 

（２） その他 

＊ GRIPS フォーラム（企画・司会）、講演：Thurain Thant Zin 氏（駐日ミャンマー大使）、

2016年 12月 19日 

＊ 政策研究大学院大学セミナー  “Industrial Development in Myanmar: Some Issues for 

Discussion”（ミャンマー工業省幹部を対象）2016年 9月 27日、東京 

 

６. 社会的貢献（Ａ） 

（１） 他大学・研究所等における活動 

① 委員会等 

＊ 国際情勢研究所「東南アジア研究会」委員 

＊ 貿易研修センター「アジア研究会」委員（座長補佐） 

＊ JETRO アジア経済研究所「緊密化する経済圏 ASEAN と南アジア」研究会委員 

＊ JETRO アジア経済研究所「Comprehensive Development Strategy to Meet TPP」（バンコク

研究センター）研究会委員 

＊ 日本・ミャンマー産業交流検討委員会（JAPIC）委員 

（２） 企業，財団法人等における活動 

① 役員，委員会 

＊ NPO法人メコン総合研究所（GMI）理事 

（３） その他 



＊ JICA「産業振興機能強化プロジェクト」にかかる「産業政策セミナー」への出席及び関

連調査（2016年 10月 1–8日）、ネピドー、ヤンゴン、タウンジー（ミャンマー）。 

＊ アジア経済研究所「緊密化する経済圏 ASEAN と南アジア」に関わる調査（2017年 3月

14–3日）、チェンナイ（インド）、コロンボ（スリランカ）。 

 

７. 社会的貢献（Ｂ） 

（１） ジャーナリズムを通じた発言 

① 印刷メディア（新聞，雑誌等） 

＊ 「始動 スー・チー氏のミャンマー（下） インフラ整え外資誘致」『日本経済新聞』2016

年 4月 3日朝刊。 

＊ 「問われる新政権の産業政策―ASEAN とのバリューチェーン構築に期待―」『国際開発

ジャーナル』No.714、2016年 5月号、34–35ページ。 

＊ 「「大統領の上」に立つスーチー氏 問われる国政への軍の関与」『エコノミスト』2016年

5月 24日、86-87ページ。 

＊ 「スーチー氏の「全方位外交」とは―少数民族問題解決に向け中国に接近―」『エコノミ

スト』2016年 9月 20日、40–41ページ。 

＊ The Japan Times, “Suu Kyi primed to do business with Japan”, 2016年 10月 31日（インタビ

ュー記事） 

＊ The Straits Times, “Suu Kyi arrives in Japan for five-day visit”, 2016 年 11月 2日（インタビ

ュー記事） 

＊ 「23 年間の「負の遺産」大きい：（インタビュー）軍政に幕を引く ミャンマー前大統

領・テインセインさん」『朝日新聞』2017 年 2月 17日（インタビュー記事） 

＊ 「私はこう見る：深層断面／ミャンマー、スー・チー政権 1 年―経済政策、さらなる加

速必要」『日刊工業新聞』2017年 3月 27日（インタビュー記事） 

② 電波メディア（テレビ，ラジオ等） 

＊ TBS ニュースバード「ミャンマーで半世紀ぶり文民政権発足」2016年 4月 4日（出演） 

＊ NHK おはよう日本「アウンサンスーチー氏訪日に関するコメント」2016 年 11 月 2 日

（インタビュー） 

（２） 講演会，座談会，会議出席 

＊ ミャンマー経済・投資センター「2015 年ミャンマー総選挙と「ポスト軍政」の政治」

2016年 4月 20日、東京 

＊ 日鉄住金総研「ミャンマー「ポスト軍政」の政治・経済を展望する」2016年 4月 26日、

東京 

＊ 国際情勢研究所「2015年ミャンマー総選挙と「ポスト軍政」の政治」2016年 4月 28日、

東京 

＊ 福井県立大学「ミャンマー スーチー政権の挑戦：国民和解、憲法改正、経済成長」2016

年 6月 27日、福井 

＊ 法務省法務総合研究所「入国管理局関係職員高等科研修」2016年 7月 8日、東京 

＊ 日本・東京商工会議所「NLD 政権誕生後のミャンマーの現状」2016年 7月 20日、東京 

＊ JETRO アジア経済研究所「ミャンマー スーチー政権の挑戦：国民和解、憲法改正、経

済成長」2016年 7月 25日、東京 



＊ JETRO 大阪本部・アジア経済研究所 夏期公開講座「ミャンマー・スーチー政権の挑戦

―政治・経済改革のゆくえ―」2016年 7月 28日、大阪 

＊ 経済産業省通政局長レク「ミャンマー・スーチー政権の挑戦―政治・経済改革のゆくえ

―」2016年 8月 10日、東京 

＊ 経済産業省 ASEAN勉強会「ミャンマー・スーチー政権の挑戦―政治・経済改革のゆく

え―」2016年 8月 10日、東京 

＊ 中日懇話会「ミャンマー・スーチー政権の挑戦―過去最大の成長機会を活かせるか―」

2016年 8月 31日、名古屋 

＊ 九州経済調査会 アジア経済講演会「大変革の時を迎えるミャンマー経済と政治」2016

年 9月 2日、福岡 

＊ 貿易研修センター「スーチー政権の 5カ月」2016年 9月 6日、東京 

＊ コロンビア大学ビジネススクール日本同窓会アジア分科会「スーチー政権の誕生と「改

革」のゆくえ」2016年 9月 20日、東京 

＊ 東村山市立中央公民館市民講座「世界のそこを知りたい ミャンマーを知る」2016年 11

月 8日、東村山市（東京） 

＊ 法務省法務総合研究所「入国管理関係職員高等科研修」2016年 11月 9日、東京 

＊ 三菱東京 UFJ 銀行グローバル経営支援セミナー「スーチー政権の挑戦―平和、民主主

義、経済発展―」2016年 11月 10日（大阪）、11月 11日（名古屋）、11月 14日（東京） 

＊ 立教大学、ミャンマー祭り 2016 ビジネスリンク公開講演会「ミャンマー・スーチー政

権の挑戦」2016 年 11月 28日、東京 

＊ SMBC グローバルセミナー「ミャンマー経済発展への挑戦―スーチー政権の政策と課題

―」2016年 12月 14日（東京）、12月 15日（大阪） 


